
   津市建設工事等参加意思確認型指名競争入札実施

要領 

平成１８年１月１日 

 改正 平成２０年６月１日 

 改正 平成２１年４月８日 

 

 （趣旨） 

第１条 この要領は、指名競争入札の円滑な執行を図るため、本市が発注する工事

又は製造の請負等（以下「建設工事等」という。）について参加意思の有無を確認

することによる指名競争入札（以下「確認型指名競争入札」という。）を実施する

に当たり、別に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

 （対象工事） 

第２条 確認型指名競争入札の対象となる建設工事等（以下「対象工事」という。）

は、設計金額が１億5,000万円未満の建設工事等（市長が特に認めるものを含む。）

とする。 

 （指名の要件） 

第３条 確認型指名競争入札に係る地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）

第167条の12第１項の規定による建設業者等の指名（以下「入札指名」という。）

をするに当たっては、当該確認型指名競争入札に参加させようとする建設業者等

は、次に掲げる要件を備えている者でなければならない。 

 (１) 建設業法（昭和24年法律第100号）第３条第１項の許可（建設コンサルタン

ト等にあっては、それぞれの業務に関し法令の定めるところによる登録）及び

同法第27条の23第１項に規定する経営事項審査（建設コンサルタント等にあっ

ては、市長が別に定める審査）を受けており、かつ、その審査の基準日の前日

までに営業年数が１年以上あること。 

 (２) 津市競争入札参加資格者名簿に登載されていること。 

 (３) 当該対象工事等の業種に応じた技術者を有していること。 

 (４) 市長が指定する期間内に入札参加に係る申込書その他市長が必要と認める

書類を提出していること。 

２ 市長は、次の各号のいずれかに該当する建設業者等については、入札指名をす

ることができない。 



 (１) 津市建設工事等指名停止基準（平成２１年４月８日施行）に基づく指名停

止に係る期間中にある者 

 (２) 建設工事等に関し次に掲げる者のいずれかに該当するため、請負人等とし

て不適当であると認められる者 

  ア 建設工事等に基づくその工事等の関係者による措置請求に請負人等又はそ

の関係者が従わないことなど当該建設工事等の履行に当たり不誠実な者 

  イ 下請代金の支払の遅延等により請負人等の下請契約関係等が明らかに不適

切であると認められる者 

  ウ 一括下請を行わせた者 

 (３) 行政機関等から集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組

織に属する者が実質的に建設業者等の経営を支配しているため、その建設工事

等からの排除の要請があり、請負人等として不適当であると認められる者 

 (４) 手形交換所からの取引停止処分、主要取引先からの取引停止等の事実があ

り、又はこれらに準ずる経営状態の著しく不健全である者 

 (５) 建設工事等に関し工事成績評点が基準点未満の者及びこれに準ずる者 

 (６) その他委員会（津市建設工事等入札参加資格審査委員会設置要綱（平成１

８年津市訓第３号）第１条に規定する津市建設工事等入札参加資格審査委員会

をいう。以下同じ。）において不適当であると認められた者 

 （参加意思に係る確認等） 

第４条 市長は、入札指名をしたときは、その旨をインターネット等を利用して公

表し、当該入札指名に係る建設業者等に通知するとともに、その日の翌日から起

算して３日以内に当該建設業者等からその確認型指名競争入札への参加の意思の

有無を確認する書面を徴するものとする。 

２ 市長は、前項の規定による入札指名に係る通知をした場合において必要がある

と認めるときは、速やかに当該入札指名に係る事項（市長の指定するものに限る。）

を記載した書類を総務部調達契約課等の掲示板において掲示することができる。 

３ 市長は、第１項の規定により確認型指名競争入札への参加の意思の有無に係る

確認を完了したときは、当該意思を有する建設業者等に当該確認型指名競争入札

をさせるものとする。 

 （工事費等に係る積算内訳書の提出） 

第５条 確認型指名競争入札への参加に係る建設業者等は、当該確認型指名競争入



札をするに当たっては、その入札時に第１回目の入札金額の根拠となった工事費

等に係る積算内訳書を市長に提出しなければならない。 

 （設計書及び設計図書の閲覧等） 

第６条 建設工事等に係る設計書及び設計図書については、第４条第１項の規定に

よる通知をした日から別に定める締切りの日までの間、総務部調達契約課等にお

いて閲覧に供するほか、市長が別に指定する方法により、確認型指名競争入札へ

の参加に係る建設業者等に有償で頒布することができる。 

 （入札への参加の辞退） 

第７条 確認型指名競争入札への参加に係る建設業者等によるその入札への参加の

辞退は、これを妨げない。 

 （入札回数） 

第８条 確認型指名競争入札は、原則として３回（予定価格を入札の実施前に公表

する場合にあっては、１回）を限度として実施する。 

 （入札の取りやめ等） 

第９条 市長は、確認型指名競争入札への参加に係る建設業者等が不正の利益を得

るために連合し、又は不穏な行動をなす等により公正な入札の執行を確保するこ

とができないと認めるときは、抽選による当該建設業者等の変更等を行い、又は

当該確認型指名競争入札を延期し、若しくは取りやめることができる。 

 （無効の入札） 

第１０条 確認型指名競争入札に関し、次の各号のいずれかに該当する入札は、無

効とする。 

 (１) 確認型指名競争入札に参加する建設業者等に必要な資格のない者のした入

札 

 (２) 建設業者等による委任状を提出することなく、その代理人がした入札 

 (３) 次に掲げる事項の記載のない入札 

  ア 入札金額 

  イ 工事名 

  ウ 入札の参加に係る資格者の氏名及び押印 

 (４) 入札金額を訂正した入札 

 (５) 誤字又は脱字により意思表示が不明りょうである入札 

(６) 入札金額の根拠となった工事費等に係る積算内訳書に記載された金額と



入札書に記載された金額が異なる入札 

 (７) その他確認型指名競争入札に関する条件に違反した入札 

 （公表） 

第１１条 市長は、確認型指名競争入札が終了したときは、速やかにその結果等に

ついて公表するものとする。 

 （委任） 

第１２条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要領は、平成１８年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第３条第１項第２号の規定に関わらず、平成１８年５月３１日までに本市が発

注する建設工事等に係る合併前の津市競争入札参加資格者名簿に登載された建設

業者等の参加資格については、なお従前の例による。 

 この要領は、平成２０年６月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２１年４月８日から施行する。 


